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◆
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
学
ん
だ
事 

 

都
情
研
で
は
、
年
間
の
研
修
計
画
の

中
で
行
政
の
方
か
ら
の
お
話
を
聞
く
機

会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
度
は
、
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
に

お
い
て
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
特
別
支
援
教
育
課 

特
別
支
援
教
育

調
査
官 

加
藤 

宏
昭 

先
生
を
お
招

き
し
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
今
後

と
都
情
研
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
い
う

演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

鼎
談
を
行
い
ま
し
た
。 

 

文
部
科
学
省
等
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

通
知
文
や
中
央
教
育
審
議
会
等
、
各
部

会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
議
事
録
や
資
料

等
を
折
に
触
れ
て
読
み
、
最
新
の
動
向

を
学
ぶ
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
直

接
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
、
改
め
て
学
び
を
深
め
る
最
高
の
機

会
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

秋
季
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
事
を
校
内

は
も
と
よ
り
、
区
内
の
他
校
に
も
情
報

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
、
こ 

             

れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
を

見
つ
め
直
す
議
題
の
一
つ
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

特
に
、
鼎
談
の
中
で
加
藤
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
「
学
べ
て
い
る
か
」
と
い

う
言
葉
が
と
て
も
心
に
響
い
た
の
と
同

時
に
、「
は
っ
？
」
と
こ
れ
ま
で
自
分
は

ど
の
よ
う
に
特
別
支
援
教
育
に
向
き
合

っ
て
き
た
か
、
振
り
返
る
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

  

学
べ
て
い
る
か…

…
…

 

  

私
も
特
別
支
援
教
室
の
授
業
を
見
る

機
会
が
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
指

導
し
た
ら
よ
い
か
一
緒
に
考
え
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
時
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な
視
点

で
授
業
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

「
ど
ん
な
教
材
を
使
っ
て…

」、「
こ
こ

は
こ
ん
な
風
に
工
夫
し
て…

」、「
い
や
、

こ
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
掛
け

が
よ
い
か
な
？
」
と
も
す
る
と
ど
の
よ 

     

う
に
指
導
し
、
支
援
し
て
い
く
か
の
み

に
終
始
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 

◆
特
別
支
援
教
育
の
視
点
か
ら
「
個
別 

 
 

 

最
適
な
学
び
」
を
見
つ
め
る 

 

も
ち
ろ
ん
、
教
材
の
工
夫
や
指
導
方

法
、
支
援
の
在
り
方
を
議
論
し
、
よ
り

よ
い
授
業
を
創
る
こ
と
は
私
た
ち
の
使

命
で
あ
り
責
務
で
す
。 

 

し
か
し
、「
指
導
・
支
援
」の
一
方
で
、

そ
こ
で
学
ん
で
い
る
子
供
た
ち
は
、
真

の
意
味
で
「
学
べ
て
い
る
の
か
」
と
い

う
視
点
で
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
学
び
（
活
動
）
は
、
そ
の
子
に

と
っ
て
「
意
味
（
価
値
）
あ
る
学
び
に

な
っ
て
い
る
の
か
」、「
学
び
（
活
動
）

を
通
し
て
見
ら
れ
る
子
供
の
姿
は
？
」、

「
学
び
（
活
動
）
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
成
長
・
変
容
が
見
ら
れ

た
か
」、「
子
供
の
学
び
の
姿
を
ど
の
よ

う
に
次
の
学
び
に
つ
な
げ
る
か
」…

 

 
◆
「
協
働
的
な
学
び
」
こ
そ
特
別
支
援 

 
 

教
育
の
要 

 

他
者
と
の
関
わ
り
方
、
社
会
と
の
関

わ
り
方…
特
別
支
援
教
室
、
自
閉
症
・

情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
に
い
る
子
供

た
ち
の
課
題
は
多
様
で
す
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
で
学
ぶ
子
供
た
ち
は
、

い
ず
れ
社
会
に
出
て
、
社
会
の
大
き
な

波
の
中
で
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
他
者
や
社
会
と
ど
う
向
き
合

っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
、
そ
の

た
め
に
は
、
自
分
自
身
を
知
り
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
分
と
の

対
話
」
を
ど
の
よ
う
に
積
み
重
ね
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
、
私
自
身
も
悩
ん
で
い

ま
す
。 

 
 ◆

「
学
べ
て
い
る
か
？
」
を
問
う 

 

こ
の
言
葉
は
、
私
た
ち
特
別
支
援
教

育
に
関
わ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
通
常

の
学
級
担
任
、
学
校
全
体
で
「
子
供
の

学
び
」
を
し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

全
て
の
教
職
員
に
問
い
か
け
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。 
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「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」…

 

特
別
支
援
教
育
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
る 

 

 
 

 
 
 

東
京
都
公
立
学
校
情
緒
障
害
教
育
研
究
会
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

墨
田
区
立
業
平
小
学
校
長 

伊
藤 

康
次 

 

都情研ホーム

ページでもお

読みいただけ

ます。 
（ホームページは、そ

の他に、研修案内や

「みちびき」のバック

ナンバーなど情報満

載です。） 

 
 

〇
令
和
六
年
度
「
定
期
総
会
」
案
内 

【
日
時
】 

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 

十
四
時
開
始
予
定 

【
場
所
】 

江
東
公
会
堂
（
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
） 

（
地
下
鉄 

住
吉
駅
下
車
） 

【
記
念
講
演
】 

「
Ｉ
Ｃ
Ｄ-1

1
 

に
よ
る
診
断
基
準
と 

神
経
発
達
症
（
発
達
障
害
）
の
理
解 

〜
学
校
教
育
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と
〜

」

（
仮
） 

〔
講
師
〕 

筑
波
大
学
名
誉
教
授 

宮
本 

信
也 

先
生 

※
都
情
研
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
申
し
込
み
開
始
は
四
月
一
日
の

予
定
で
す
。） 
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研修会名 企画等 期日 時間 場所 内容・テーマ・演題 講師等 参加者数

定期総会・記念講演会
本部

多摩北
4月18日 14：00

立川市民会館　
たましんRISURUホール
大ホール

記念講演
演題「通級による指導を愉しむ
　～情緒障害等通級指導学級担任として
       学んできたこと～」

前新宿区特別支援教育相談員　
長谷川　安佐子 先生

692

東 5月23日 14：30 江東区立第五砂町小学校 94

北 5月23日 14：30 荒川区立第二日暮里小学校 120

南 5月23日 14：30 大田区池上会館 78

多摩南 5月23日 14：30 府中市立府中第八小学校 103

多摩北 5月23日 14：30 昭島市立中神小学校 102

497

東 6月20日 14：30 江戸川区立清新ふたば小学校
江戸川区立第五葛西小学校
主任教諭　黒須　真希 先生

90

北 6月20日 14：30 中野区立鷺宮小学校
荒川区立第二日暮里小学校
指導教諭　曽田　真由美 先生

122

南 6月20日 14：30 大田区立南蒲小学校
大田区立入新井第二小学校
指導教諭　八幡　亮 先生

95

多摩南 6月20日 14：30 日野市立日野第一小学校

八王子市立片倉台小学校
指導教諭　鈴木　百合恵 先生
府中市立府中第七中学校
指導教諭　西島　明佳 先生

121

多摩北 6月20日 14：30 小平市立小平第六小学校
青梅市立第二小学校
主幹教諭　中村　敏秀 先生

122

550

東 7月11日 14：30 墨田区立菊川小学校 ブロック担当校長 115

北 7月11日 14：30 練馬区立練馬第三小学校 ブロック担当校長 105

南 7月11日 14：30 世田谷区立松沢小学校
世田谷区立松沢小学校
主幹教諭　高麗　裕太 先生

88

多摩南 7月11日 14：30 武蔵野市立千川小学校 ブロック担当校長 78

多摩北 7月11日 14：30 国立市立国立第六小学校 ブロック担当校長 93

479

会報「みちびき」１４２号発行 本部 7月

第８回夏季研究大会
（南ブロック大会）

本部
南

8月3日 全日
大田区民ホール　アプリコ　
大ホール

【研究主題】「小集団指導における自立活
動について考える～特別支援教室や自閉
症・情緒障害学級で何をすべきか～」
○実践発表　東ブロック、北ブロック、多
摩南ブロック、多摩北ブロック
○パネルディスカッション

実践発表助言者：前新宿区特別支援教育相談員　
      　　　　　　長谷川　安佐子 先生
実践発表者：
江戸川区立鹿骨東小学校
主任教諭 田原　里美 先生、教諭 松岡　優 先生
杉並区立八成小学校 
主任教諭 河合　香織 先生、教諭 横尾　太治 先生
にしみたか学園三鷹市立第二中学校 
主幹教諭 高松　慶多 先生
国立市立国立第七小学校 
教諭 滝澤　絵里 先生

866

課題研修会 本部 8月22日 13：10 千代田区立神田一橋中学校

中学校特別支援教室、小学校自閉症・情緒
障害特別支援学級の実践発表及び、各区市
町村運営状況、課題、指導事例、教材紹介
など情報交換

実践発表：港区立三田中学校特別支援教室　
                主任教諭　今村　香織 先生
                青梅市立第二小学校自閉症・情緒障害学級　
                主幹教諭　中村　敏秀 先生
                府中市立府中第七中学校　
                指導教諭　西島　明佳 先生
                東久留米市立西中学校　
                指導教諭　宮内　志保 先生
                世田谷区立深沢中学校　
                指導教諭　大和田　健二 先生
                世田谷区立多聞小学校　
                主任教諭　美馬　景子 先生

266

第３回ブロック研修会
（教室・学級運営）

第3回ブロック研修会　合計（人）

令和５年度　東京都公立学校情緒障害教育研究会　活動報告

公立幼・小・中学校等全校配布　計2300部

第１回ブロック研修会　合計（人）

第２回ブロック研修会　合計（人）

第１回ブロック研修会
（入門研修）

第2回ブロック研修会
（入門研修）

「都情研入門研修①」
 動画視聴及び参加者同士の意見交換

「都情研入門研修②」 
講話と質疑応答及び参加者同士の意見交換
や指導紹介

立川市立第八小学校　特別支援教室　
指導教諭　上山　雅久 先生

特別支援教室及び自閉症・情緒障害学級の
運営について
教室運営等についての懇談、教材紹介、実
践報告等
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東 9月5日 14：30 江東区立第二亀戸小学校
「青年期にかかわる視点から、小学校中学
校の特別支援教室・情緒固定学級に期待す
る指導」

早稲田大学教職大学院　非常勤講師
早稲田大学発達障害稲門会 顧問　長岡　恵理 先生

127

北 9月5日 14：30 杉並区立永福小学校
「中学生の課題と特別支援教室にできるこ
と」

杉並区立東田中学校 
主任教諭 中村 章 先生

113

南 9月5日 14：30 中央区立明石小学校
 「ＡＳＤ特性のある児童・生徒への小集団
指導の考え方・作り方」

Space Zero PDD 心理教育研究所所長
（元福島大学大学院教授）　
水野　薫 先生

105

多摩南 9月5日 14：30
八王子市立
いずみの森義務教育学校

「医療と学校がつながるためには？」
島田療育センターはちおうじ所長 小児科医師 
小沢 浩 先生

143

多摩北 9月5日 14：30 立川市立第八小学校
 「児童・生徒の見立てを考える ～作業療
法の視点から～ 」

神奈川県立保健福祉大学リハビリテーション学科 
作業療法学専攻 大学院保健福祉学科研究科教授　
笹田　哲 先生

162

650

東 10月10日 14：30 足立区立綾瀬小学校
「見立てと指導目標の設定の仕方  〜イン
シデントプロセス法を用いた事例検討演習
〜」

立川市立第八小学校　特別支援教室　
指導教諭　上山　雅久 先生

82

北 10月10日 14：30 北区立堀船小学校
 「児童・生徒の見立てを考える ～作業療
法の視点から～ 」

神奈川県立保健福祉大学リハビリテーション学科 
作業療法学専攻 大学院保健福祉学科研究科教授　
笹田　哲 先生

122

南 10月10日 14：30 新宿区立戸塚第二小学校
「特別支援教室で指導した方が良い点 ～
困っていることを共有して解決しよう～」

前新宿区特別支援教育相談員　
長谷川　安佐子 先生

89

多摩南 10月10日 14：30 東京都立南大沢学園
施設見学と講演 「『なりたい自分』『あり
たい生活』を目指して～南大沢学園の実践
について～」

東京都立南大沢学園　
指導教諭　伊藤　佳子 先生

87

多摩北 10月10日 14：30 国立市立国立第六小学校 事例研修「児童の見立てを考える」

Space Zero PDD 心理教育研究所所長
（元福島大学大学院教授）　
水野　薫 先生
（発表者）立川市立松中小学校教諭　野崎　まどか 先生

115

495

 第８回秋季セミナー
本部
北

11月21日 14：30

国立オリンピック記念
青少年総合センター
カルチャー棟大ホール

テーマ「インクルーシブ教育の今後と都情
研の役割」
（１）都情研実態調査報告
（２）講演「インクルーシブ教育の今後と
都情研に期待すること」
（３）鼎談

〇講演：文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
　　　　特別支援教育調査官　加藤　宏昭 先生

○鼎談：
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
特別支援教育調査官　
加藤　宏昭 先生
墨田区立業平小学校長（本会会長）
伊藤　康次 先生
立川市立第八小学校指導教諭（本会企画運営本部総務）
上山　雅久 先生

527

東 12月5日 14：30 葛飾区立上平井小学校
「知能検査やアセスメントに基づいた指導
の手立て」

マインEラボ・スペース 臨床心理士　
大西　知佐子 先生

116

北 12月5日 14：30 豊島区立池袋本町小学校
「特別支援教室で何を指導する？ ～明日か
ら使える実践編～」

小平市立小平第十四小学校 
主任教諭 熊谷　敬子 先生

131

南 12月5日 14：30
港区立白金の丘学園 
白金の丘小学校

「事例を通して児童の見立て＆指導を考え
る」

神奈川県立保健福祉大学リハビリテーション学科 
作業療法学専攻 大学院保健福祉学科研究科教授　
笹田　哲 先生

96

多摩南 12月5日 14：30 狛江市立緑野小学校
「社会性を育てるための小集団指導の実践
～実態に合わせた課題設定と授業の作り方
～」

Space Zero PDD 心理教育研究所所長
（元福島大学大学院教授）　
水野　薫 先生
（報告者）狛江市立緑野小学校主任教諭　平　聖子 先生

128

多摩北 12月5日 14：30 昭島市立つつじが丘小学校
 「見立てと指導目標の設定の仕方～インシ
デントプロセス法を用いた事例検討演習
～」

立川市立第八小学校　特別支援教室　
指導教諭　上山　雅久 先生

62

533

東京都教職員研修センター
教育課題研究発表

本部 1月

第７回ブロック研修会
（区市町村地区別研修）

各地区 2月4日 14：30 300

会報「みちびき」
１４３号・１４４号発行

本部 3月

令和５年度活動報告資料発行 本部 3月

5855

公立幼・小・中学校等全校配布　１４３号計2300部・１４４号計2300部

全研修会参加者合計（人）

第６回ブロック研修会　合計（人）

第４回ブロック研修会　合計（人）

第５回ブロック研修会　合計（人）

発行

第４回ブロック研修会
（専門研修）

第５回ブロック研修会
（専門研修）

第６回ブロック研修会
（専門研修）

東京都教職員研修センターへ提出

各地区において　　参加者人数は推計（人）
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◆
今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 

コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
、
か
つ
て
の
よ
う

に
対
面
研
修
が
堂
々
と
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。今
年
度
の
都
情
研
で
は
、

事
例
検
討
や
小
集
団
指
導
な
ど
の
実
践

報
告
を
中
心
に
し
た
研
修
会
を
増
や
し

ま
し
た
。
特
に
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
教
室
と
自
閉
症
・
情
緒
障
害
学
級
の

共
通
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小
集
団
指
導
に

お
け
る
自
立
活
動
の
実
践
」
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
優
秀
な
実
践
を
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
記
念
講
演
と
夏
季
研
究
大

会
の
実
践
発
表
の
指
導
講
評
に
は
、
現

場
で
長
年
指
導
実
践
を
積
ん
だ
教
員
経

験
者
に
是
非
と
考
え
、
元
通
級
担
任
の

長
谷
川
安
佐
子
先
生
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
現
場
の
教
員
目
線
で
の
お
話
や
、

優
し
さ
溢
れ
る
ご
指
導
に
、
大
い
に
癒

さ
れ
、
勇
気
付
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
夏
の
課
題
研
修
会
で
は
、
中
学

校
特
別
支
援
教
室
と
、
増
え
て
き
た
自

閉
症
・
情
緒
障
害
学
級
の
実
践
に
つ
い

て
意
見
を
戦
わ
せ
ま
し
た
。
い
く
つ
も

の
分
科
会
に
分
か
れ
、
ま
る
で
全
国
大

会
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
秋
季
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
文
科
省
の
加
藤
宏
昭
特

別
支
援
教
育
調
査
官
か
ら
、
国
の
方
向

性
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
聞
き
、
立

ち
位
置
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
今
年
度
も
延
べ
六
千
名
近

い
教
員
の
専
門
研
修
を
担
っ
て
き
た
本

部
と
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
係
の
先
生
、

そ
れ
を
支
え
る
担
当
校
長
先
生
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

企
画
運
営
本
部
総
務 

上
山 

雅
久 

月 日 曜 研修会名、事業名

16 火 企画運営本部委員研修会①

火 第１回　企画運営本部会・役員会

火 令和６年度 定期総会・記念講演会

火 地区ブロック本部会（５地区合同）

- - ●都情研実態調査（全地区、基準日5月1日）

7 火 企画運営本部委員研修会②

21 火 第１回　地区ブロック研修会（都情研入門）

4 火 企画運営本部委員研修会③

18 火 第２回　地区ブロック研修会（都情研入門）

2 火 企画運営本部委員研修会④

16 火 第３回　地区ブロック研修会（教室・学級運営）

27 土 全情研東京大会（オンライン）

- - ★東京都教育委員会との連絡会

- - ◆会報「みちびき１４５号」発行

1 木 企画運営本部委員研修会・研究大会準備作業

第９回　夏季研究大会（多摩南ブロック大会）

第２回　企画運営本部会・役員会（昼）

23 金 課題研修会（中学校／自閉症・情緒障害学級）

- - ★三連協（都難言、都弱視）

3 火 第４回　地区ブロック研修会（専門研修①）

17 火 企画運営本部委員研修会⑤

8 火 第５回　地区ブロック研修会（専門研修②）

22 火 企画運営本部委員研修会⑥

12 火 企画運営本部委員研修会・秋季セミナー準備作業

19 火 第９回　秋季セミナー

3 火 第６回　地区ブロック研修会（専門研修③）

10 火 企画運営本部委員研修会⑦

ｰ - ◆会報「みちびき１４６号」発行

1 14 火 地区ブロック本部会（５地区合同）　　・企画運営本部委員研修会⑧

4 火 第7回　地区ブロック研修会（各区市町村）

25 火 企画運営本部委員研修会

4 火 第３回　企画運営本部会・役員会

ｰ ｰ
◆会報「みちびき１４７号」発行
◆都情研「令和６年度　活動報告」発行

12

10

9

3

2

234

令和６年度　東京都公立学校情緒障害教育研究会　活動計画

11

2 金
8

7

5

6
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本
日
は
、
「
特
別
支
援
教
育
の
現
状
」

に
つ
い
て
、
そ
し
て
「
今
後
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
動

向
」
に
つ
い
て
、
最
後
に
「
都
情
研
に

期
待
を
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。 

 

一 

特
別
支
援
教
育
の
現
状 

義
務
教
育
段
階
で
、
特
別
支
援
教
育

を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
概
況
を
見

て
い
き
ま
す
。 

令
和
四
年
度
の
義
務
教
育
段
階
の
全

児
童
生
徒
数
は
平
成
二
十
四
年
度
の
一

千
四
十
万
人
か
ら
、
約
百
万
人
減
っ
て

九
百
五
十
二
万
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

義
務
教
育
段
階
の
全
児
童
生
徒
数
は
毎

年
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
特 

       別
支
援
教
育
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒

と
い
う
の
が
全
体
の
六
・
五
％
に
あ
た

る
六
十
一
万
八
千
人
で
、
平
成
二
十
四

年
度
の
三
十
万
二
千
人
か
ら
考
え
ま
す

と
約
二
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
な

み
に
昨
年
度
は
、
五
・
六
％
で
五
十
三

万
九
千
人
で
し
た
の
で
、
約
八
万
人
増

と
い
う
こ
と
で
す
。 

学
校
や
学
び
の
場
で
分
け
て
見
て
い

き
ま
す
と
、
特
別
支
援
学
校
で
す
と
、

平
成
二
十
四
年
度
の
一
・
二
倍
で
、
八

万
二
千
人
で
す
。
そ
し
て
小
学
校
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
者
で
見
て

い
き
ま
す
と
、
平
成
二
十
四
年
度
の
十

六
万
四
千
人
か
ら
三
十
五
万
三
千
人
へ

と
二
・
一
倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

通
常
の
学
級
に
在
籍
を
し
て
い
て
通
級

に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒

の
数
と
い
う
の
が
、
こ
の
中
で
一
番
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
四
年
か

ら
二
・
五
倍
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
の

一
・
九
％
の
十
八
万
二
千
人
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
や
は
り
特
別
支
援
教
育
を

受
け
る
児
童
生
徒
の
数
と
い
う
の
は
、

非
常
に
多
く
増
加
し
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
う
ち
特
に
小
学
校
で

増
加
が
著
し
い
状
況
で
す
。 

 

  

二 

今
後
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
構
築
の
動
向 

（
一
）
障
害
者
権
利
条
約
に
関
し
て 

今
後
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
構
築
の
た
め
の
動
向
に
つ
い
て
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 
 

最
初
に
、
障
害
者
権
利
条
約
に
関
し

て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
日
本
は
二
〇
〇
七
年
に
、

障
害
者
権
利
条
約
へ
署
名
を
し
ま
し
て
、

七
年
後
の
二
〇
一
四
年
に
、
こ
の
障
害

者
権
利
条
約
を
批
准
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
障
害
者
権
利
委
員
会
に
対
し
ま
し

て
、
二
〇
一
六
年
に
第
一
回
の
政
府
の

報
告
書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
二
〇

一
九
年
に
障
害
者
権
利
委
員
会
の
方
か

ら
質
問
票
が
送
付
さ
れ
、
そ
ち
ら
に
対

す
る
回
答
を
二
〇
二
一
年
の
五
月
に
提

出
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
回
答
を
基
に
、

昨
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
、

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
初
め

て
の
障
害
者
権
利
条
約
の
対
日
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
子
供
の

教
育
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
障
害
の
あ

る
子
供
に
対
す
る
意
見
表
明
権
の
保
障

が
ど
う
で
あ
る
と
か
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
推
進
で
す
と
か
、
そ
れ
に
向

け
た
国
の
予
算
の
配
分
や
、
通
常
の
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
活
用
の
確
保
と
い

っ
た
も
の
な
ど
に
関
す
る
質
問
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
質
問
に
対

し
ま
し
て
、
文
部
科
学
省
か
ら
は
、
日

本
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
施
策
推

進
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
対
日
審
査
を
受
け
ま
し
て
、

昨
年
九
月
九
日
、
障
害
者
権
利
委
員
会

の
方
か
ら
総
括
所
見
が
公
表
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 （
二
）
障
害
者
権
利
条
約
対
日
審
査
勧

告
か
ら 

障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
の
対
日
審

査
勧
告
と
い
っ
た
も
の
で
は
条
文
ご
と

に
懸
念
や
要
請
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
次
の
六
点
の
要
請
・
勧

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
点
目
は
、
分
離
教
育
と
い
う
形
で

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
障
害
の
あ
る
子
供

が
分
離
さ
れ
て
い
る
と
い
う
日
本
の
特

別
支
援
教
育
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

目
的
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
子
供
、
障

害
者
を
包
容
す
る
教
育
、
つ
ま
り
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
す
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
全
て
の
障
害
の
あ
る

子
供
が
全
て
の
教
育
段
階
に
お
い
て
、

そ
の
一
人
一
人
の
子
供
た
ち
が
必
要
な

合
理
的
配
慮
、
個
別
化
さ
れ
た
支
援
を

提
供
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
を
確

保
す
る
た
め
に
、
国
と
し
て
き
ち
ん
と

質
の
高
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
関

す
る
行
動
計
画
を
採
択
せ
よ
と
い
う
こ

と
が
勧
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
二
点
目
と
し
て
、
全
て
の
障

害
の
あ
る
子
供
に
通
常
の
学
校
を
利
用

す
る
機
会
を
き
ち
ん
と
確
保
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
通
常
の
学
校
が
障
害
の
あ
る

子
供
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
条
項
や
政
策
を
導
入
す
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
昨
年
四
月
二
十
七

日
に
発
行
さ
れ
た
特
別
支
援
学
級
に
関

第
八
回 

都
情
研
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
講
演
（
抄
録
） 

｢

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
今
後
と
都
情
研
に
期
待
す
る
こ
と｣

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
特
別
支
援
教
育
調
査
官 

 
 

加
藤 

宏
昭
先
生 

講
演
は
、
特
別
支
援
教
育
の
現
状
や

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
お
話
の
か
な
り

の
部
分
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
ず
、
誠
に

残
念
で
す
。
そ
れ
で
も
、
と
て
も
示
唆

に
富
む
内
容
で
す
の
で
、
最
後
ま
で
お

読
み
い
た
だ
き
、
今
後
の
指
導
に
生
か

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

（
広
報
担
当 

） 
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す
る
政
府
の
通
知
を
国
と
し
て
撤
回
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
三
点
目
は
、
全
て
の
障
害
の
あ
る
子

供
に
対
し
て
、
個
別
の
教
育
上
の
要
件

を
満
た
し
、
全
て
の
教
育
の
場
で
確
保

す
る
た
め
に
合
理
的
配
慮
を
保
障
し
て

い
く
こ
と
。 

 

ま
た
、
四
点
目
は
、
通
常
の
教
育
の

教
員
や
そ
れ
以
外
の
職
員
に
対
し
て
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
関
す
る
研
修

を
確
実
に
行
っ
て
、
障
害
の
人
権
モ
デ

ル
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
意
識
を
向

上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

五
点
目
と
し
て
は
、
点
字
や
イ
ー
ジ

ー
リ
ー
ド
と
い
う
盲
聾
の
方
に
と
っ
て

読
み
や
す
い
図
書
、
そ
し
て
聾
児
へ
の

手
話
教
育
を
含
む
通
常
の
教
育
環
境
に

お
い
て
、
補
助
代
替
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
手
段
を
き
ち
ん
と
保
証
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教

育
環
境
に
お
け
る
聾
文
化
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
盲
聾
児
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
を
利
用
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。 

六
点
目
は
大
学
入
試
の
こ
と
で
す
。

大
学
入
試
や
学
習
課
程
を
含
ん
だ
高
等

教
育
に
お
け
る
、
障
害
の
あ
る
学
生
が

現
在
当
た
っ
て
い
る
障
壁
に
対
処
す
る

た
め
の
国
の
政
策
を
き
ち
ん
と
策
定
す

る
こ
と
で
す
。 

こ
の
六
点
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。 

 

こ
う
し
た
勧
告
を
受
け
、
二
〇
二
二

年
九
月
十
三
日
に
、
当
時
の
永
岡
文
部

科
学
大
臣
が
記
者
会
見
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
な
話
を
し
ま
し
た
。
文
部
科
学

省
と
し
て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
実
現
構
築
に
向
け
て
、
障

害
の
あ
る
子
供
と
障
害
の
な
い
子
供
が

可
能
な
限
り
共
に
過
ご
す
た
め
の
条
件

整
備
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学

び
の
場
の
整
備
を
両
輪
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

引
き
続
き
、
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

上
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
努
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
理
解
が
、
日

本
と
し
て
も
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学

級
に
在
籍
す
る
子
供
が
増
え
て
い
る
と

い
う
中
、
多
様
な
学
び
の
場
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
日
本
型
の
特
別
支
援
教

育
と
い
う
も
の
を
中
止
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
勧

告
で
指
摘
を
さ
れ
ま
し
た
特
別
支
援
学

級
お
よ
び
通
級
に
よ
る
指
導
の
適
切
な

運
用
に
つ
い
て
、
特
別
支
援
学
級
で
半

分
以
上
過
ご
す
必
要
の
な
い
子
供
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
を
変
更

す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
。
そ
し
て
、
特

別
支
援
学
級
に
在
籍
を
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
範
囲
を
そ
こ
で
授
業
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
な
子
供
に
限
る
と
い
う
こ

と
が
本
来
の
目
的
で
あ
り
、 

学
び
の
場

を
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
す
る
も
の

だ
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
勧
告
で
撤
回

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
遺
憾
で

あ
り
、
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
周
知
徹
底
に
努
め
る
と

い
う
こ
と
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
三
）
特
別
支
援
学
級
及
び
通
級
に
よ

る
指
導
の
適
切
な
運
用
に
つ
い
て 

こ
こ
で
、
こ
の
勧
告
で
も
触
れ
ら
れ

て
お
り
ま
す
令
和
四
年
四
月
二
十
七
日

付
の
政
府
の
通
知
に
つ
い
て
、
補
足
的

に
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
三
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
「
障
害

の
あ
る
子
供
の
教
育
支
援
の
手
引
き
」

の
中
で
、
就
学
先
決
定
に
つ
い
て
の
手

続
き
の
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
在

籍
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
た
学
び

の
場
の
変
更
と
い
う
こ
と
で
、
一
旦
就

学
先
を
決
定
し
た
後
も
、
柔
軟
に
見
直

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応

え
る
指
導
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
多

様
で
柔
軟
な
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と

の
必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
示
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構

築
に
あ
た
っ
て
、
障
害
の
あ
る
子
供
と

障
害
の
な
い
子
供
が
可
能
な
限
り
同
じ

場
で
共
に
学
ぶ
こ
と
を
追
求
す
る
こ
と

は
重
要
な
こ
と
で
す
。
一
方
で
、
障
害

の
あ
る
子
供
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
よ
う
な
指
導

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
対
応
で
き
る 

柔
軟
な
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
す
。
一
人
一
人
の
障
害
の
あ

る
子
供
が
き
ち
ん
と
学
ん
で
い
け
る
よ

う
な
学
び
の
場
や
学
ん
で
い
る
と
実
感

を
も
て
る
場
を
考
え
、
学
習
指
導
要
領

で
示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
き
ち
ん
と

見
据
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
互
い
に
触
れ
合
っ

て
共
に
活
動
し
て
い
く
多
様
な
学
び
、

「
交
流
及
び
共
同
学
習
」
が
非
常
に
大

き
な
意
義
を
有
し
て
き
ま
す
。 

こ
の
「
交
流
及
び
共
同
学
習
」
に
は
、

「
交
流
」
と
「
共
同
学
習
」
と
い
う
二

つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
側
面

を
分
か
ち
難
い
も
の
と
し
て
捉
え
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
一
方
の
子
供
は
何
も
学
べ
て

お
ら
ず
、
交
流
の
み
に
重
点
を
置
い
た

も
の
だ
っ
た
り
、
単
に
場
を
同
じ
に
し

て
教
科
等
の
学
習
を
行
う
と
い
う
よ
う

な
共
同
学
習
の
み
で
あ
っ
た
り
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
も
と
も
と

の
交
流
及
び
共
同
学
習
の
意
義
と
い
う

も
の
が
、
十
分
に
達
成
は
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

説
明
を
し
た
こ
と
が
四
・
二
七
通
知
の

趣
旨
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
令
和
三
年
度
、
文
部
科
学

省
が
一
部
の
自
治
体
を
対
象
に
実
施
し

た
調
査
に
お
い
て
、
特
別
支
援
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
が
、
大
半
の

時
間
、場
合
に
よ
っ
て
は
九
割
以
上「
交

流
及
び
共
同
学
習
」
と
し
て
通
常
の
学

級
で
学
ん
で
い
て
、
特
別
支
援
学
級
に

お
い
て
障
害
の
状
態
や
特
性
及
び
心
身

の
発
達
の
段
階
等
に
応
じ
た
指
導
を
十

分
に
受
け
て
い
な
い
と
い
う
事
例
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
構
築
の
理
念
に
お
い
て
重
要
と
し
て

い
る
、
障
害
の
あ
る
子
供
と
障
害
の
な

い
子
供
が
同
じ
場
で
共
に
学
ぶ
と
い
う

交
流
の
側
面
と
し
て
は
非
常
に
意
味
が

あ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ち

ら
の
み
重
点
が
置
か
れ
た
も
の
に
な
っ
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て
お
り
、
そ
う
い
う
形
で
交
流
及
び
共

同
学
習
と
し
て
実
施
し
て
い
く
の
は
適

切
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。 

 
ま
た
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
の
状

況
を
踏
ま
え
ず
、
特
別
支
援
学
級
で
自

立
活
動
と
読
み
書
き
計
算
と
い
う
と
こ

ろ
で
の
国
語
や
算
数
、
数
学
の
指
導
を

行
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
通
常
の
学
級
で

学
ぶ
と
い
う
機
械
的
か
つ
画
一
的
な
教

育
課
程
の
編
成
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例

も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
級

と
い
う
学
び
の
場
の
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
本
来
の
特
別
支
援
学
級
の
あ
り
方

で
は
な
い
運
用
の
さ
れ
方
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
た
も
の
も
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
大
半
を
通
常
の
学
級
に

お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ

し
て
、
一
部
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
級

在
籍
と
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
通
級

に
よ
る
指
導
へ
学
び
の
場
を
柔
軟
に
変

更
し
て
い
く
よ
う
に
考
え
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
時
の

永
岡
文
部
科
学
大
臣
が
申
し
上
げ
た
通

知
の
趣
旨
と
い
っ
た
も
の
を
正
し
く
理

解
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、 

特
別
支
援

教
育
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る

か
と
思
い
ま
す
。 

 

（
四
）
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
議
報
告 

今
後
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
動
向
に
関
す
る
こ
と
で

す
。 文

部
科
学
省
は
、
昨
年
の
六
月
か
ら

本
年
三
月
ま
で
九
回
に
わ
た
っ
て
「
通

常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
議
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。 通

常
の
学
校
の
全
て
の
学
級
に
発
達

障
害
を
は
じ
め
と
し
て
何
ら
か
の
特
別

な
教
育
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

が
在
籍
し
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
と
い
う
こ
と
や
、
特
別
支
援
学
校
に

お
け
る
指
導
の
対
象
と
な
る
障
害
の
種

類
や
程
度
の
児
童
生
徒
が
特
別
な
支
援

を
受
け
な
が
ら
通
常
の
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
障
害

者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に
基
づ
く
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら

に
構
築
し
て
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

よ
り
効
果
的
な
支
援
施
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
こ
の
会
議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
三
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、

大
き
く
四
点
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

 

一
点
目
は
、
通
常
の
学
校
に
お
け
る

校
内
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

の
た
め
の
校
内
委
員
会
は
、
現
在
、
ほ

ぼ
ど
こ
の
学
校
に
お
い
て
も
設
置
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
が
、
先
生
方
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
校
内
委
員
会
の

機
能
を
よ
り
強
化
し
て
、
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
よ

り
組
織
的
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
と
い

っ
た
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
点
目
は
、
今
の
一
点
目
の
と
こ
ろ

を
踏
ま
え
て
、
通
級
に
よ
る
指
導
の
充

実
に
つ
い
て
で
す
。
特
別
な
教
育
的
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
生
徒
が
増

加
し
て
い
る
状
況
の
中
、
必
要
な
支
援

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。 

三
点
目
は
、
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン

タ
ー
的
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
特
別
支
援
学
校
は
地
域
の

セ
ン
タ
ー
校
と
し
て
、
通
常
の
学
校
へ

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て

指
導
を
受
け
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
さ
ら
な
る

支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

最
後
の
四
点
目
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
学
校
運
営
モ
デ
ル
の
創
設
に
つ
い

て
で
す
。
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
適

切
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
学
び
の
場
の
選
択
が
で
き
る
こ

と
、
こ
れ
が
日
本
の
特
別
支
援
教
育
の

在
り
方
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
昨
年
の
障
害
者
権
利
条
約
権

利
委
員
会
の
総
括
所
見
で
、
よ
り
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
取
り
組
み
を
求
め
る
と

い
っ
た
報
告
・
勧
告
が
あ
り
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
障
害
の
な
い

児
童
生
徒
が
可
能
な
限
り
同
じ
場
で
学

ぶ
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
特
別

支
援
学
校
を
含
め
て
小
学
校
や
中
学
校
、

高
等
学
校
を
二
校
以
上
一
体
的
に
運
営

し
て
い
く
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校 

                             

       

 

 

 文部科学省「インクルーシブな学校運営モデル事業」より 

連携類型（例） 
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運
営
モ
デ
ル
の
創
設
を
検
討
す
る
と
い

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
検
討
会
議
で
提
言

さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、

令
和
六
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
学
校
を
学

校
運
営
連
携
校
と
い
う
も
の
に
指
定
い

た
し
ま
す
。
こ
の
学
校
運
営
連
携
校
に

は
連
携
協
議
会
を
設
置
し
て
、
い
わ
ゆ

る
特
別
支
援
学
校
の
教
育
課
程
と
小
中

学
校
や
高
等
学
校
等
の
教
育
課
程
と
い

っ
た
も
の
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い

く
役
割
を
担
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
し

て
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
障
害
の

な
い
児
童
生
徒
と
の
交
流
及
び
共
同
学

習
を
発
展
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
実
際

に
一
緒
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
新
し
い
授
業
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
連
携
に
つ
い
て
は
、
一
体

型
、
つ
ま
り
分
校
分
教
室
も
含
ん
だ
一

体
型
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、

併
設
型
と
言
っ
て
、
校
舎
が
横
に
並
ん

で
い
る
よ
う
な
型
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
っ
た
よ

う
な
、
隣
接
型
も
あ
り
、
様
々
な
連
携

の
形
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

今
後
、
発
出
さ
れ
ま
す
要
項
を
ぜ
ひ
ご

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

一
点
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

国
と
し
て
は
特
別
支
援
教
育
を
全
て
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
運
営
モ
デ
ル
の

形
に
変
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
下

で
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
生
徒
が
、
今
そ
の
時
点
で
必
要
と

し
て
い
る
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
学

び
の
場
を
適
切
に
選
択
し
て
い
く
際
の

選
択
肢
と
し
て
、
特
別
支
援
学
校
や
特

別
支
援
学
級
、
通
級
に
よ
る
指
導
を
受

け
な
が
ら
通
常
の
学
級
に
い
る
こ
と
、

あ
る
い
は
通
常
の
学
級
の
み
に
在
籍
す

る
こ
と
と
い
っ
た
選
択
肢
が
あ
り
、
こ

の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
運
営
モ
デ

ル
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 三 

都
情
研
に
期
待
す
る
こ
と 

都
情
研
会
則
の
第
一
章
の
総
則
の
第

二
条
や
第
三
条
に
示
さ
れ
て
い
る
、
都

情
研
の
目
的
等
を
踏
ま
え
て
、
都
情
研

に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
点
目
は
、
特
別
の
教
育
課
程
の
編

成
に
つ
い
て
で
す
。
全
て
の
教
育
活
動

と
い
っ
た
も
の
は
教
育
課
程
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

特
別
支
援
教
育
で
行
わ
れ
て
い
る
特
別

の
教
育
課
程
と
い
っ
た
も
の
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
若
手

の
先
生
方
や
特
別
支
援
教
育
の
経
験
が

浅
い
先
生
方
に
き
ち
ん
と
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
都
情
研
と
し
て
広

く
伝
え
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

二
点
目
は
、
自
立
活
動
の
指
導
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
先
生
方
の
理
解
を
促
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
別
の
教
育
課

程
を
編
成
し
て
特
別
支
援
教
育
を
行
う

こ
と
の
一
番
大
き
な
点
と
い
う
の
は
、

自
立
活
動
の
指
導
を
行
う
こ
と
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
立
活
動
は
、
障
害
の

特
性
に
よ
る
学
習
上
、
生
活
上
の
困
難

を
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
改
善
、
克
服

し
て
い
く
た
め
の
指
導
で
す
。
特
別
支

援
教
育
の
経
験
が
浅
い
先
生
方
に
と
っ

て
、
自
立
活
動
は
非
常
に
理
解
し
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

学
習
を
通
し
て
身
に
付
け
る
べ
き
そ
の

教
科
の
資
質
能
力
と
い
っ
た
も
の
が
、

障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
付
き

づ
ら
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分

が
何
で
あ
る
か
、
何
に
よ
っ
て
つ
ま
ず

い
て
い
る
か
を
観
て
、
そ
の
部
分
を
補

っ
て
い
く
よ
う
に
自
立
活
動
で
指
導
し

て
い
き
ま
す
。
先
生
方
の
支
援
や
合
理

的
配
慮
を
受
け
て
、
子
供
た
ち
が
自
分

た
ち
で
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
立
活

動
の
指
導
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
を
多
く
の
先

生
方
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

都
情
研
の
研
修
な
ど
で
十
分
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

三
点
目
は
、
特
別
支
援
学
級
や
通
級

の
指
導
に
携
わ
る
先
生
方
の
専
門
性
の

向
上
に
つ
い
て
で
す
。
向
上
す
べ
き
専

門
性
の
一
つ
は
、
二
点
目
の
自
立
活
動

の
指
導
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
一
朝
一
夕
に
向
上
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
事
例
に
触
れ
て
い

く
こ
と
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か

な
と
思
い
ま
す
。
都
情
研
と
し
て
多
く

の
実
践
事
例
を
蓄
積
し
て
、
先
生
方
が

参
考
と
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
と
、
よ
り
専
門
性
の
向

上
を
図
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

最
後
で
す
が
、
通
級
に
よ
る
指
導
や

特
別
支
援
学
級
で
頑
張
っ
て
い
る
先
生

方
に
と
っ
て
、
通
常
の
学
級
の
担
任
の

先
生
方
の
理
解
啓
発
と
連
携
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
通
級
で
学

ん
だ
成
果
と
い
っ
た
も
の
が
、
通
常
の

学
級
で
生
か
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、

通
常
の
学
級
の
担
任
の
先
生
方
の
理
解

啓
発
を
促
し
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
が

必
須
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

理
解
啓
発
や
連
携
が
組
織
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
事
例
で
す
と
か
、
理
解
啓

発
が
十
分
に
進
ん
で
い
る
事
例
と
い
っ

た
も
の
を
、
広
く
共
有
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
都
情
研
で
進
め
て
い
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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広
報
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想
が
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り
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ま
で
お
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だ
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い
。 

 編
集
・
発
行 

企
画
運
営
本
部
広
報
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
係 

 
 
 
 
 

世
田
谷
区
立
中
里
小
学
校

（
廣
田
智
仁
） 

 
 

☎
０
３‐

３
４
２
２‐

７
７
７
５ 

 


